
 

参考資料：配布したアンケート内容 

〔御組合名               健康保険組合〕 

 

基本属性 
１．まず最初に基礎データをお聞きします。（過去分は実績表、数値は年度平均値、22 年度

は予算概要表の数字でお答えください）  

 

 
  20 年度 21 年度 22 年度 

被保険者数       

     男       

     女       

平均年齢       

     男       

     女       

総加入者数       

扶養率       

一般保険料率       

  事業主       

  被保険者       

調整保険料率       

特定保険料率       

  事業主       

  被保険者       

保険料収入に占める納付金の比率       

経常収支差引額(百万円）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤字の場合→ この赤字への対応方法は何ですか（過去の実施実績、複数選択可） 

① 別途積立金の取り崩し ② 保険料率の引き上げ ③ 保養所の売却 

④ 保養所以外の売却等 ⑤ 保健事業内容の見直し 

⑥ その他（                      ） 
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財政 

老人保健制度が廃止になり、後期高齢者医療制度がスタートした平成２０年度以降、健康

保険組合の財政は著しく悪化しており、財政収支の改善が、今後の存続の喫緊の課題と思わ

れます。 

 

２．現在、貴組合の財政に影響を与えている要因は、何だと思われますか。（影響の大きな

もの３つまでご回答ください。） 

 

① 高齢者への拠出（納付金等） ② 扶養率の変化  ③ 標準報酬月額の変化 

④ 標準賞与額の変化 ⑤ 企業のＭ＆Ａ等の影響 ⑥ 被保険者の高齢化 

⑦ 診療報酬の改定  ⑧ 医療費の増加 ⑨ 人間ドック等の補助 

⑩ 人間ドック以外の検診等の補助 ⑪ その他保健事業（保養所等） 

⑫ その他（                        ） 

 

３． 今後の財政面での最大の関心事は何ですか。 

① 新たな高齢者医療制度 

② 保険料収入の変動 

③ 医療費増加 

④ 特定健診・特定保健指導（後期高齢者支援金の加算・減算など） 

⑤ その他（                        ） 

 

４．支出削減のため、貴組合で実施しているものは何ですか。（複数選択可） 

    ① 予防接種費用補助 

    ② ジェネリック医薬品の使用促進 

    ③ レセプト点検・審査の強化 

    ④ レセプト・健診データ分析による重症化予防 

  ⑤ 人間ドックの拡大（費用対効果の面から） 

    ⑥ 扶養認定の適正化 

    ⑦ Ｗｅｂによるペーパーレス化（医療費情報、等） 

    ⑧ 事務のアウトソース（仕分け・発送代行、オンライン入力、等） 

  ⑨ 付加給付の見直し 

    ⑩ その他（                        ） 

         

５. 今後 10 年の財政面での見通しをお持ちでしょうか。 

    ① 持っている 

② あまり持っているとはいえない  

③ 持っていない 

④ その他（                        ） 
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６．貴組合として、保険料率の引き上げについてどのようにお考えですか。 

    ① 引き上げを予定している 

    ② 当面引き上げを予定していない 

    ③ 新たな高齢者医療制度の内容により検討する 

    ④ その他（                        ） 

７．将来、引き上げるとすればどのような要因からですか。（複数選択可） 

 ① 業績悪化による標準報酬総額の減少に伴う保険料収入減 

 ② 加入者の高齢化による給付増 

 ③ 新たな高齢者医療制度にともなう納付金負担増 

 ④ その他（                        ）  

 

高齢者医療制度 

政府は後期高齢者医療制度を廃止して、新たな高齢者医療制度を創設しようとしています。

健康保険組合も大きな影響を受けることは避けられません。 

 

８．新たな高齢者医療制度導入に対して賛成ですか。 

① 賛成 

② 反対 

③ どちらでもない 

④ その他（                        ） 

９. 高齢者医療費の負担について、主に誰が負担するべきだと思いますか。 

  ① 税金（国） 

    ② 高齢者世代（例えば同世代内で支払い能力に応じて負担） 

③ 現役世代 

  ④ その他（                      ） 

１０．支援金（後期高齢者支援金、病床転換支援金）や納付金（前期高齢者納付金）のよう

な財政調整は必要だと思いますか。 

  ① 必要 

② 不要 

③ 程度による 

④ 支援金のみ 

⑤ その他（                       ） 

１１．政府は「被用者保険と国民健康保険を段階的に統合し、将来、地域保険として一元的

運用を図る」と主張していますが、一元化についてのご意見をお聞かせ下さい。 

     ① 賛成 

② 反対 

③ その他（                              

                                    ) 
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企業経営と健保  

少子・高齢化のなか、企業が競争に打ち勝ち更なる成長を実現するためには、従業員 

一人ひとりの生産性の向上が重大な課題と思われます。そのためには、企業は従業員の 

 不安を取り除き、心身とも従業員の健康管理にますます注意を払う必要があります。健 

 康保険組合の運営が企業経営を大きく左右する時代になったと言えます。 

 

単一組合の方にお伺いします（１２～１６） 

 

１２．このような環境下、貴組合の事業主との関係は以前と比較してどのように変わってき

ていますか。 

    ① ますます重要になってきている 

    ② 以前とほとんど変わらない 

    ③ 逆に縮小等の見直しを迫られている 

    ④ その他（                          ） 

 

１３． 被保険者の健康を維持するために、貴組合で独自に実施しているものは何ですか。（複

数選択可） 

    ① 健康教育、健康指導、健康に関する情報発信 

② 禁煙キャンペーン 

    ③ ウォーキングイベントなどの実施 

    ④ スポーツジムなどとの契約 

    ⑤ その他（                          ） 

 

１４．貴組合の事業主の所管部署はどこですか。  

   ① 人事部 

   ② 総務部 

   ③ 経営企画部 

   ④ 財務部 

   ⑤ その他（                             ） 

 

１５．グループ会社の組合加入現状についいてお聞きします。事業主のグループ会社で貴組

合に加入している割合（被保険者ベース）はどれくらいですか。 

① 100％ 

② 70％以上～100％未満 

③ 50％以上～70％未満 

④ 50％未満 

 

 

 



１６. 貴組合の付加給付や保健事業と事業主の福利厚生制度との重複はありますか 

（調整されていますか）。 

    ① ない 

    ② 付加給付にある 

③ 保健事業にある 

④ わからない 

⑤ その他（                          ） 

 

 

総合組合の方にお伺いします（１７～１９） 

  

１７．このような環境下、貴組合の事業主との関係は以前と比較してどのように変わってき

ていますか。 

    ① ますます重要になってきている 

    ② 以前とほとんど変わらない 

    ③ 逆に縮小等の見直しを迫られている 

    ④ その他（                          ） 

 

１８．被保険者の健康を維持するために、貴組合で独自に実施しているものは何ですか。（複

数選択可） 

    ① 健康教育、健康指導、健康に関する情報発信 

② 禁煙キャンペーン 

    ③ ウォーキングイベントなどの実施 

    ④ スポーツジムなどとの契約 

    ⑤ その他（                          ） 

 

１９. 総合組合において現在問題と思われることは何ですか。 

 （財政面や加入者への啓蒙などお気づきの点について、ご自由に意見をお書き下さい） 
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IT 活用 

政府はレセプトなどの医療情報を積極的に収集・分析し、個人情報の保護などに十分

配慮しつつ、被保険者等へ提供を強めるよう指導しています。これからどのように IT 活

用していくかが重要なポイントとなっています。 

 

２０．医療情報の活用についてどのように考えられますか。 

① 積極的に活用すべき 

② まだ活用すべき段階ではない 

   ③ どちらとも言えない 

 

■①と答えた方、どのように活用していきたいですか。（複数選択可） 

   １）現状の把握 

   ２）データを分析し、事業主や被保険者へ提供する 

   ３）疾病予防施策の立案 

   ４）特定保健指導の枠組みに囚われず（枠組みに加えて）、 

     個人に対しての健康指導に活用 

   ５）その他（                             ） 

■②又は③と答えた方、理由は何故ですか。（複数選択可） 

   １）医療情報の分析はスキル・人材・システム上の問題で困難 

   ２）効果がない 

   ３）個人情報取扱いの問題 

   ４）医療情報の電子化が完全ではない 

   ５）その他（                             ） 

 

２１．今後の医療情報化に期待することは何ですか。（複数選択可） 

① 健診やレセプトデータを基にした疾病予測 

② 個人の生活習慣を記録し、改善を促す仕組み 

③ 医療情報データベースの整備 

④ 社会保障カードによる一元化 

⑤ その他（                              ） 

 

加入者満足度 

２２． 加入者の健保に対する満足度を測るために、アンケート等を実施したことがあります

か。 

  ① ある 

② ない 

③ その他（                              ） 

以上   ご協力ありがとうございました。 

 


